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安倍政権 NO！労働法制の大改悪ストップ

建交労 11.8 中央行動に９名が結集！ 
 建交労中央本部は、交運共闘や全労連、国民春闘

共闘委員会とも連携し 11月 8日に恒例の「秋の中央

行動」を実施しました。全国各地から結集した約 260

名の建交労のなかまは、交運共闘主催の国土交通省

前行動への参加からスタートしました。この行動は、

規制緩和がいち早く推進され、労働者への犠牲が顕

著にすすんできた交通運輸分野で働くなかまの要求

実現をはじめ、安倍政権による憲法９条改悪や労働

法制大改悪に反対する個人請願行動がメインです。 交運共闘による国交省前での行動 

この日の国土交通省と厚生労働省に対する請願行動には交運共闘（建交労、自交総

連、検数労連、港湾労組、国土交通労組）のなかま約 800人が参加しました。 

このなかで、建交労神奈川県本部からは高橋書記

長と川崎学童保育指導員支部の２名、それに神奈川

県南支部の９名（佐藤委員長、斎藤副委員長、大島

書記長、金崎書記次長をはじめ内外液輸分会、扶桑

運輸分会、三昭運輸分会、東進産業分会、合同分会

から各１名）計 12名が参加しています。 

10 時 30 分にはじまった国交省前行動は鈴木正

明・交運共闘事務局長（建交労書記次長）が全体を

進行し、各産別の代表による発言では、建交労埼玉

交運共闘による厚労省への請願行動 トラック部会の鈴木洋平事務局長がトラックの深

刻な現状を打開する決意表明をおこないました。交運共闘は、国交省への請願行動に

つづいて厚生労働省前に移動して厚労省への請願行動をおこないました。 

建交労はその後、昼食休憩をはさんで日比谷野外音楽堂で行われた全労連・国民春

闘共闘・国民大運動実行委員会の共催による“中央総決起集会”に参加する仲間と、

参議院会館で関係省庁との交渉をおこなうなかま、ゼネコン要請に参加するなかまに

別れてそれぞれの行動に入りました。“中央総決起集会”では、建交労東京都本部の

笹原常任執行委員が決意表明をおこなっています。 

さらに“中央総決起集会”に参加したなかまは、

トラック部会、学童保育部会の行動と国会請願デモ

に参加するなかまに分かれて行動。神奈川県南支部

の参加者は、佐藤委員長と三昭運輸分会の清野委員

長が厚生労働省との交渉に参加し、斎藤副委員長、

大島書記長など６名が国会議員要請を行ない、他の

１名が国会請願デモに参加して行動を終えました。 集会で発言する建交労の笹原さん 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2


 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

  
 

   

   

 


